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市の人口 総数51,255人（男24,584・女26,671）世帯数14,928 (1月31日現在） 	（毎月 2 回 1日・15日発行） 

意欲的に 「なわとび運重か」に取り組む子ども達 

市
教
育
委
員
会
で
は
一
月
一
一

十
四
日
、
市
民
体
育
館
で
「
五

所
川
原
市
内
小
学
校
な
わ
と
び

大
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
冬
期
間
の
子
ど

も
た
ち
が
家
の
中
に
と
じ
こ
も

り
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
で
、
 

こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
、
気
軽

に
で
き
る
「
な
わ
と
び
運
動
」
 

を
行
い
、
体
力
の
向
上
と
健
康

の
増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
な

わ
と
び
に
対
す
る
興
味
と
意
欲

を
高
め
生
涯
体
育
と
し
て
身
に

つ
け
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
市

教
育
委
員
会
が
主
催
し
て
開
い

て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
六
回

目
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
日
は
、
市
内
の
小
学
校

九
校
か
ら
児
童
・
父
母
約
千
人

が
参
加
し
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
十
分
に
発
揮
し
、
む
ず
か

し
い
技
な
ど
に
意
欲
的
に
挑
戦

し
て
い
ま
し
た
。
 

寒
さ
に
負
け
な
い
体
づ
く
り
目
指
し
て
 

第
六
回
市
内
小
学
校
な
わ
と
び
大
会
開
か
れ
る
 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
o
 

昭禾ロ63年 ： わた＜したちの先人は、不擁不屈の五所川原 

石 657 鷲恕醜器謡票鷲標器翼 
I： 上げました。 

2 
】 わた＜したちは、この伝統を継承し、広 
： い視野に立つて西北津軽の人マと協調 

_1 に ・ レ、郷土の限りない発展を願って、こ 
1U 」： こに市民憲章を定めます。  

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつ＜ります。 

⑥自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ＜ります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

〇未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆ＜郷土をつ＜ります。 



協議会であいさつをiIliべる森田市長 

鱗諭順市水田農難立対策恰議会 

「
あと
一
旦
 

運
動
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
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目
腰
の
固
ゆ
目
潟
の

目
密
号
g
 

市水田農業 
確立対策協議会開かれる 

市
で
は
ニ
月
六
日
、
水
田
農

業
確
立
対
策
協
議
会
委
員
の
委

嘱
状
交
付
式
と
協
議
会
を
行
い

ま
し
た
。
 

同
協
議
会
は
、
水
田
農
業
確

立
の
趣
旨
の
徹
底
、
転
作
目
標

面
積
及
び
産
米
の
事
前
売
渡
申

込
限
度
数
量
の
配
分
方
法
の
協

議
、
転
作
の
指
導
等
水
田
の
総

合
利
用
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
 
 

た
め
に
市
が
設
置
し
て
い
る
も

の
で
、
市
議
員
、
農
業
団
体
、
 

県
出
先
機
関
、
学
織
経
験
者
な

ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
e
た
び
の
協
議
会
は
、
委

嘱
状
の
交
付
と
、
去
る
一
月
一
一

十
六
日
に
県
か
ら
米
需
給
均
衡

化
対
策
に
係
る
緊
急
対
策
配
分

数
量
等
の
配
分
を
受
け
た
こ
と

か
ら
、
本
市
で
の
配
分
方
法
を

協
議
す
る
た
め
に
開
か
れ
た
も
 
 

の
で
す
。
 

六
十
三
年
度
は
、
従
来
の
転

作
配
分
に
加
え
て
、
米
需
給
均

衡
化
緊
急
対
策
（
余り
米
調
整
）
 

が
打
ち
だ
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

非
常
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

協
議
会
で
は
、
ま
ず
森
田
市

長
が
「
新
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

る
米
需
給
均
衡
化
緊
急
対
策
、
 

ガ
ッ
ト
の
農
産
物
裁
定
で
リ
ン

ゴ
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
農
産
物
自

由
化
が
決
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
当
市
の
農
家
に
と
っ
て
は

極
め
て
厳
し
い
局
面
を
む
か
え

て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
市
と
し
て
は
、
地
場
産
業

振
興
の
た
め
農
産
物
加
工
セ
ン

タ
ー
の
建
設
を
す
す
め
て
お
り
、
 

既
に
五
カ
所
の
完
成
を
み
ま
し

た
が
、
新
年
度
は
長
橋
地
区
に

建
設
を
予
定
し
て
お
り
、
引
き

続
き
早
急
に
全
地
区
に
設
置
す

る
と
と
も
に
、
野
菜
の
産
地
形

成
や
フ
ラ
イ
ト
野
菜
（
の
対
応

等
足
腰
の
強
い
農
業
を
確
立
し

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
配
分
方
法
を
慎

重
に
協
議
し
決
定
し
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
こ
の
決
定
を
受
け

て
各
農
家
（
の
配
分
作
業
に
入

り
、
三
月
一
日
ま
で
に
そ
れ
を

完
了
す
る
予
定
で
す
。
 

ま
た
、
米
の
消
費
拡
大
を
図

る
た
め
、
市
と
農
協
等
の
関
係

機
関
が
緊
密
な
連
携
を
と
り
合

い
な
が
ら
、
 一
体
とな
っ
て
こ

の
運
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
 

⑥
協
議
会
で
決
定
し
た
こ
と
 

」
転
作
面
積
の
農
業
者
別
配
分

方
法
…
水
田
農
業
確
立
対
策

分

一
千
一
一
百
九十
一
m
と
米

需
給
均
衡
化
緊
急
対
策
分
六

十
五
加
を
合
計
し
た
面
積
一

千
三
百
五
十
六
加
は
、
市
の

水
田
面
積
の
二
十
六
・
四
三

％
に
相
当
す
る
の
で
、
こ
の

率
で
一
律
に配
分
し
ま
す
。
 

乙
他
用
途
利
用
米
の
農
業
者
別

配
分
方
法
…
水
田
農
業
確
立

対
策
分
一
万
六
千
八
百
俵
と

米
需
給
均
衡
化
緊
急
対
策
分

五
千
七
百
三
十
四
俵
を
合
計

し
た
数
量
二
万
二
千
五
百
1
1
1
 

十
四
俵
は
事
前
売
渡
申
込
限

度
数
量
の
六

・
四
一
％
に
相

当
す
る
の
で
、
こ
の
率
で
一

律
に
配
分
し
ま
す

（
水田
面

積
の
四

・
〇
八
％
）
。
 

＆
事
前
売
渡
申
込
限
度
数
量
の

農
業
者
別
配
分
方
法
・
・う
る

ち
米
の
事
前
売
渡
申
込
限
度

数
量
三
十
五
万
一
千
七
百
五

十
俵
の
農
業
者
別
配
分
は
、
 

転
作
等
目
標
面
積
を
控
除
し

た
耕
作
面
積
に
反
収
六
百
一
一

十
ぬ
を
乗
じ
て
得
た
数
値
を

基
礎
と
し
て
配
分
す
る
も
の

と
し
、
も
ち
米
百
八
十
三
俵

に
つ
い
て
は
、
六
十
二
年
度

の
実
績
に
よ
り
配
分
し
ま
す
。
 

屯
転
作
等
目
標
未
達
成
の
場
合

の
措
置
…
転
作
等
目
標
面
積

が
未
達
成
で
あ
っ
た
場
合
に

は
、
そ
の
分
翌
年
度
に
転
作

等
面
積
を
加
算
し
、
限
度
数

量
に
つ
い
て
も
減
額
等
の
措

置
を
行
い
ま
す
。
 

《
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《
 

、
 

市
水
田
農
業
確
立
対
策
協
議
会
委
員
を
委
嘱
 

今
回
、
市
が
委
嘱
し
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
、
任
期
は
一
一
 

年
で
す
。
 

（
敬
称
略）
 

⑥
会
長
 
森
田
稔
夫
（五
所
川

原
市
長
）
 

⑨
副
会
長
 
中
谷
惣
四郎
（
市

農
業
協
同
組
合
長
）
 

＠
委
員
 

川
浪
重
次
郎
（
市
議会
議
長
）
 

平
山
則
雄
（
市
議
会
経
済
常

任
委
員
長
）
、櫛
引
英
之
（
同

副
委
員
長
）
、鶴
谷
敏
雄
、
川

浪
直
治
、
斎
藤
昇
、
工
藤
善

司

（
以
上同
委
員
）
、藤
田
純

一
（北
地
方
農
林
事務
所
長
）
 

福
士
降
一
（
五
所
川
原
地
区

農
業
改
良
普
及
所
長
）
、明
内

文
男
（
北
土
地
改
良
事
務
所

長
）
、小
山
内
尚
（
青
森
食
糧
 
 

事
務
所
五
所
川
原
支
所
長
）
、
 

山
口
智
弘
（
青
森
統
計
情
報

事
務
所
五
所
川
原
出
張
所
長
）
 

泉
谷
正
志
（
市
農
業
委
員
会

長
）
、外
崎
高
代
（
同
会長
職

務
代
理
者
）
、鳴
海
秀
雄
（
同

農
地
部
会
長
）
、木
村
洋
吉
（
 

農
振
部
会
長
）
、葛
西
治
（
津

軽
中
央
農
業
協
同
組
合
長
）
、
 

三
上
光
男
（
七
和
農
業
協
同

組
合
長
）
、吉
崎
忠
直

（
嘉
瀬

農
業
協
同
組
合
長
）
、小
栗
山

三
郎
（
川
除
第
一
農業
協
同

組
合
長
）
、一
戸
正
一
 
（
米
穀

集
荷
業
者
）
、寺
田
久
司
（
市

農
業
共
済
組
合
長
）
、白
鳥
豊

信

（
県中
央
会
五
所
川
原
支

所
長
）
、長
尾
徳
一
 
（
北
部
土

地
改
良
区
理
事
長
）
、小
田
桐
 

敷
島
町
青
年
部
（
清
野
徹
孝

部
長
）
で
は
二
月
十
日
、
社
会

福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と

三
万
五
千
五
百七
十
二
円
を
寄

付
、
同
青
年
部
の
清
野
会
長
と

神
清
満
、
小
田
川
勝
美
副
部
長

の
三
人
が
市
役
所
を
訪
れ
、
森

田
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
青
年
部
が
昨年
 
 

政
吉
（
南
部
土
地
改
良
区理

事
長
）
、原
田
一
実
（小
田
川

土
地
改
良
区
理
事
長
）
、伊
藤

博
治
（
市
転
作
集
団
連
絡
協

議
会
長
）
、今
春
美
（
市
野
菜

研
究
会
長
）
、加
藤
源
司
（
市

農
青
年
会
議
会
長
）
、高
橋
宏

治
、
 一
戸
登
一
郎
（
以
上藻

川
）
、小
笠
原
慶
美
（持
子
沢
）
、
 

長
内
昭
文
（
松
野
木
）
、工
藤

順
三

（
豊成
）
、北
村
武
喜
代
 

（
飯詰
）
、沢
田
正
男
（
毘
沙

門
）
、笠
井
実
（
桜
田
）
、片
山

英
幸

（川
山
）
、横
山
諭

（広

田
）
、前
田
裕
（
梅
田
）
、小
田

桐
義
明

（
漆川
）
、野
呂
邦
雄
 

（
ー
ッ
谷）
、工
藤
武
雄
（
金

山
）
、佐
藤
甚
左
工
門
（
米
田）
 

大
晦
日
に
、
神
明
宮
に
奉
納
し

た
大
鏡
も
ち
を
、地
元
町
内
に

護
符
と
し
て
配
っ
た
際
寄
せ
ら

れ
た
お
金
を
寄
付
し
た
も
の
。
 

森
田
市
長
は
、
こ
の
寄
付
に

対
し
「
ご
好
意
あ
り
が
たく
頂

だ
い
い
た
し
ま
す
。
福
祉
基
金

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ●
牟
中す己

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
 

（
花
田正
会
長
）
で
は
二
月
八

日
、
市
内
の
商
店
主
な
ど会
員

を
対
象
に
特
別
講
演
会
を
開
催
、
 

約
五
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

こ
の
講
演
会
は
、
同
連
合
会

が
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の

協
力
を
得
て
、
市
商
業
の
活
性

化
を
図
る
た
め
の
事
業
の
一
環

と
し
て
島
謹
三
日
本
銀
行
青
森

支
店
長
を
講
師
に
迎
え
「
八
十

八
年
県
経
済
の
動
向
」
を
テ

ー
 

マ
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。
 

同
氏
は
ま
ず
、
円
高
と
日
本

経
済
に
つ
い
て
解
説
し
、
昨
年

の
内
需
拡
大
を
目
指
し
た
緊
急

経
済
対
策
、
企
業
の
円
高
へ
の

対
応
、
円
高
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に

よ
り
、
昨
年
夏
か
ら
景
気
は
回

復
し
て
き
た
と
分
析
し
た
後
、
 

五
所
川
原
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
 

ク
ラ
ブ

（成
田
保
久
会
長
）
で

は
二
月
九
日
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
福
祉
基
金
に
二
十
万
円

を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
ク
ラ
ブ
の
社
会

奉
仕
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
成
田
会
長
と
木

村
勘
同
ク
ラ
ブ
幹
事
が
市
役
所

を
訪
れ
、
森
田
市
長
に
目
録
を
 
 

本
県
は
第
一
次
産
業
の
ウ
エー

 

ト
が
大
き
く
、
米
は
減
反
や
価

格
の
引
き
下
げ
、
り
ん
ご
e
価

格
安
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
は
あ

る
も
の
の
、
製
造
業
は
内
需
拡

大
、
円
高
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
景

気
は
拡
大
し
て
お
り
、
こ
の
上

昇
基
調
は
更
に
持
続
す
る
と
述

べ
ま
し
た
。
 

同
連
合
会
で
は
今
後
と
も
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
後
援

を
得
て
市
商
業
活
性
化
の
た
め

の
諸
事
業
を繰
り
広
げ
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
 

手
渡
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
森
田
市
長
は
 
「
 

ご
好
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お

礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

同
ク
ラ
ブ
で
は
、
五
年
間
で

百
万
円
を
目
標
に
福
祉
基
金
に

協
力
、
今
回
で
八
十
万
円
と
な

り
関
係
者
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い

ま
す
。
 

市
商
業
活
性
化
の
道
を
探
る
 

特
別
講
演
会
開
く
 

森田市長（右）に手渡す清野さん 
（左から2人目）と小田川さん（左）。 
神さん（右から2人目） 

社
会
福
祉
に
と
3
万
5
千
円
余
 

敷
島
町

青
年

部
 

講演する島日銀青森支店長 
森田市長（右）に目録を手渡す成田
会長（左）と木村幹事（中央） 

福
祉
基
金
に
と
2
0万
円
 

五
所
川
原
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
 



員
の
任
命
に
つ
い
て
議
会
の
同

意
が
得
ら
れ
た
冨
田
重
照
氏
（
 

4
7）
に
二
月
二
日
、
任
命
辞
令

氏
 
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

照
 
こ
れ
は
、

昭
和
五
十
八
年
に

重
 
教
育
委
員
に
就
任
さ
れ
た
土
岐

ョ
 
周
蔵
氏
の
任
期
が
満
了
し
た
こ
 

【
り
勧
」療
勲
員
見
員
 

が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
 

任
と
し
て
任
命
さ
れ
た
も
の
で

す
。
 

教
育
委
員
に
就
任
し
た
冨
田

氏
は
、
昭
和
四
十
一
年
に
弘前

大
学
医
学
部
卒
業
。
五
十
四
年

に
市
立
西
北
中
央
病
院
に
勤
務

後
、
五
十
五
年
に
冨
田
胃
腸
科

内
科
を
開
業
し
て
い
ま
す
。
 

昭和63年交通安全年間スローガン 

守り ます ベルトに速度に車間距離 
安全へーっな くい老いの手 幼い手 

無J丁火は 乗る人見る人 まっくろけ 

守
安
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現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
人
は
、
 

三
月
三
十
一
日
で
共
済期
間
が

満
期
に
な
り
ま
す
の
で
、早
め

に
市
民
課
ま
た
は
各
支
所
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

特
に
お
と
し
よ
り
ゃ
幼
児
の

交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す

の
で
、
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な

い
人
も
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入

さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

マ
加
入
で
き
る
人
 
五
所
川
原

市
に
住
所
を
も
っ
て
い
る
人

▽
共
済
会
費

‘
期
間
 
年
額
11
1
 

百
五
十
円

（
共済
期
間
の
途

中
で
加
入
す
る
場
合
も
同
額

で
す
）
。
 

共
済
期
間
は
、
毎
年
四
月

一
日
か
ら始
ま
り
三
月
三
十
 

去
る
一
月
二
十
九
日
の
市
議

会
第
一
回
臨
時
会
で
、教
育
委
 

｛
琢
族そ
ろ
っ

て
加
入
し

ま
し
ょ

う
 

一
日
で
終
わり
ま
す
（
途
中
 
つ
い

て
は
、
各
学
校
を
通
じ
て

で
加
入
さ
れ
る
方
は
、
加
入
 
受
付
け
を
し

て
い
ま
す
。
保
育

の
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
 

所
、
職
場
、
町
内
会
、
各
種
グ

で
と
な
り
ま
す
）
。
 

ル
ー
プ
な
ど
二
十
人
以
上
が加

▽
そ
の
他
 
入

さ
れ
る
場
合
は
、
団
体
の
取

小
 
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
 

り
扱
い
を
し
ま
す
。
 

交
通
災
害

共
済

受
付
中
ー

年
額
卸
円

ー
 

〇共済見舞金の額 

災 害 の 程 度 等級 金 	額 

死 亡 し た 場 合 1 800,000円 

入院180日
以上を含む 

っ
」
 
 

150,000円 

実治療日数 入院 9 0 日 

3
  

以上180日 130,000円 
未満を含む 

180 日以上で 
入院90日未満 

4
  

又は入院なき 110,000円 
ものを含む 

実治療日数 
入
以
 
院

上
 

9
一
 

0含
 
日
む
 

 

【り
  

80,000円 

9 0 日以上 入院90日未満 

6
  

180 日未満で 又は入院なき 60,000円 
ものを含む 

実治療日数60日以上90日未満 7 45,000円 

実治療日数30日以上60日未満 8 35,000円 

実治療日数10日以上30日未満 9 25,000円 

実治療 日 数 10 日 未満 10 15,000円 

交通事故発生状況 （五所川原警察署提供／昭和63年1月31日現在） 

教
育
委
員
に
冨
田
氏

を
任
命
 

」
）
マい
 

駅 	前 三 	好 中 毘沙門 飯 	詰 松 島 松島団地 栄 長 	橋 七 	和 
梅 	沢 

（梅泉地区） 1
 

月
 
中
 

累
 
計
 

中
  

1
 
月
 
中
  

1
 
月
 
中
  

1
 
月
 
中
  

l
 
月
 
中
  

1
 
,
1
1
 
中
  

1
 
月
 
中
  

ー
 
月
 
中
  

1
 
H

『
 

Jり
  

1
 
月
 
中
  

1
 
月
 
中
 

件 	数 8 2 1 1 0 1 1 3
  

1 1 1 20 20 

死 	者 

傷 	者 I0 3 2 1 0 1 1 3 1 1 1 24 24 

死
 
継
 
畔

0
御
 
故
 
数
 

 

498 811 6,235 932 2,470 624 420 122 230 805 6,235 



保育所入所申請（63年度） 

受 付 中 
保育所によっては、定員にまだ余裕がありま

すので、 4 月からお子さんを保育所に入所させ

たい方は、市福祉事務所児童係（か⑩2111番内

線 243 番り へ 3 月 1 日から10日まーでにおいでく

ださし、。 

レ持参するものー印鑑、健康保険証（同居家族

全員の）、62年分の源泉徴収票又は確定申告書

の控一とりあえず、印鑑と健康保険証を持参

すれば、申請の手続きはできます。 
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児童手当改正の 
おしらせ 

昭和63年 4 月 1 日カ、らは義務教育就学前の児 

童を含む18歳未満の児童を 2 人以上養育してい 

る人で叫又入が一定の額未満の場合に 2 番目の児 

童から支給されます。 

なお、 自分のお子さんでなくても、その児童 

を監護し、一定の生計関係があれば受給できる 

場合があります。 

また、義務教育就学前の児童には、やむを得 

ない事由のため就学困難と認められ、現に就学 

していない児童が含まれます。 

ン受給資格者 

昭和57年 4 月 2 日以後に生まれた児童（ 4 月 

1 日現在で満 6 歳未満）を含む18歳未満の児童 

を 2 人以上養育していること。 

ン支給額 

児童手当・の額は、 2 人目の子どもについては、 

月額2,500円、3 人目以降の子どもについては、 

1人につき月額5,000円が支給されます。 

現在申請書を受ィ寸中です。 

申請書を提出されないと受給することがで・き 

ません。 

実際の支払いは 6 月からになります。 

なお、公務貝については、事業所からの支まl、 

いになりますクγで届出は不要です。 

ン申請の際に必要なもの 

(1）保険証 

(2）銀行の口座番号一 

(3）印鑑 

(4）児童手当用所得証明書（税務課から） 

ただし本年1月 1 日以降に転入の方は前住所 

地から。 

詳しいことは市民課（”亘う)2111番内線276番） 

へどうぞ。 

昭和63年度 

市県民税の申告相談 
税の正確を期するため、必ず申告してくださ 

るようお願いします。 

会場は次のとおりです。 

地
区
 

月日 曜
  

対 象 区 域 時 	間 相 談 会 場 

松
 
島
  

2 .22 

2.23 

2 一 24 

月
 
火
 
水
 

吹畑・石岡・漆川（十
川町含む） 

一野坪・太刀打・米田

水野尾・唐笠柳・金山 

9:20- 
15:00 

コミュニテイ 
センター松島 

栄
  

2.25 

2.26 

2.29 

木
 
金
 
月
 

みどり町 

稲実・姥庖 

七ッ館・広田 

9:20- 
15:00 

コミュニテイ 
センターさかえ 

毘
沙
門
 

い
 
。
 

 

火
 
水
 

毘沙門 

長富 

9:20- 
15:00 

毘沙門・長富
コミコ．ニテイ 

センター 

長
 

橋
  

Q〕
 3
 
3
  

3
 
4
 
7
 
 

木
 
金
 
月
 

野里・神山 

戸沢・松野木 

豊成・浅井・福山 

9:20- 
15:00 

コミコ.ニテイ 
セン夕ー長橋 

本
 

庁
  

Q
。
 

〔J
 

(
J
 

nj
 

(
J
 

〔j
  

8
 

9
 

0
 

1
 

4
 
5
  

1よ
 

1
 

1
 
1
 

 

火
 
水
 
木
 
金
 

月
 
火
 

寺町・川端町・小曲‘ 
長橋橋元・若葉・新宮
町・新宮岡田・新宮松
本 

新町・柳町・湊・湊団
地・栄町・田町・八重
菊・不魚住・錦町 

幾世森・柏原町・鎌谷
町・一ッ谷・鳥森・下
り枝・弥生町・布屋町
幾島町 

末広町・上平井町・中
平井町・元町・蓮沼・
平和町・旭町・雛田・
敷島町 

岩木町‘芭蕉・東町・
本町・大町・田川 

松島町・下平井町 

9:00- 
15:00 市民文化会館 

※申告書は、 申 C挿目談会場に備えイ寸けしてあり

まーす一 0 

ちびっこ探険学校（ョロン島） 

参加者募集 

レ期日 3 月26日～ 4 月 2 日 （ 8 日間） 

レ場所 鹿児島県大島郡与論町 

レ対象 小学校 3 年～ 6 年 男女3 6 0 人 

レ申し込み締切 3 月 5 日 

参加費用、内容等くわしいことは、 （財）国 

際青少年研修協会（ラ＝160東京都新宿区四谷2-11 

大村ビル 3F " 03電Iり84 2 1番）へお間い合 

わせくノごさい） 



つも除雪しておきましょ う。 

〇落雪などによるガス漏れ事故を防ぐために、 

軒下のカスボンべはしっかり固定し、時々点

検して安全を確かめましょう。 

〇道路に雪を投げ捨てることは、交通の妨害と

なるため禁止されておりますのでやめましょ

フ 

〇側溝や用水ぜきに雪を投げ捨てると、水があ

ふれて家屋浸水などの原因となりますのでや

めましょう。 

0子一どもたちが道端代コ川のそばで、スギーやそ

り遊びなど、危険な遊びをしているのを見か

けたら、ひと声かけて注意しましょう。 

※屋根の雪降ろしを

するときは、すべ

って転落したりし

ないよう、必ず命

綱をつけましょう 
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雪害事故をなくそう ー五所川原警察署― 
津軽地方は、全国でも有数の豪雪地帯とい才っ

れています。 この時期になりますと、連日、屋

根の雪おろしや除雪作業に追われることになり

ます。 

今年の冬は、皆んなで協力し合って雪による

事故をなく し、」央適に過ごしたいものです。 

そこで、屋根からの落雪や雪おろし、除雪作

業などによる事故を防ぐために、次のことに 2主

意してください。 

〇屋根雪が一度に落ちてこないよう、屋根には

すべり止めを取りつけましょう。 

〇屋根に積もった雪は早プ）におろしましょう。 

特に、道路に面した屋根雪は、下を通る人に 

ー 危険です。 

0 軒下から、 さおやスコップで屋根雪を突き落

とすことは、落ちてきた雪や氷の下敷きにな

る危険がありますのでやめましょ う。 

C）独り暮らしのお年寄りや男手のない家庭など

議二露 には、隣り近所の人達が協力し合って雪おろ

王舞議 しをしてあlずましょ う。 

〇火災が発生したときなどに備え、避難口はし、 

第12回 

「新一年生とお母さんの集い」 
ー五所川原大会ー 

レ日時 2 月24日 （水）午後1時開演（正午開

場） 

レ場所 市民文化会館大ホール 

レ参加資格 今年小学校に入学する新一年生と 

そのお母さん 

＞催し物 交通安全教室・入学の心得・歌・劇

ン入場料 無料（新一年生にはプレゼントを差

し上げます） 

※なお、 この大会には青森EXPO ‘88のシン

ボルである 「シャコちゃんロポッ ト」 もど持別

参加する予定です。 

成人保健講座 
―市社会福祉協議会― 

ン日時 2 月18日（木）午後 1時～ 

レ場所 老人福祉センター 2F皆 

＞テーマ 「成人病について」 

レ講師 白戸千之先生 

（白戸胃月易科外科医院長） 

新ダイヤ・ますます便利になって 

、出発進行、 一 JR五所川原駅ー 
J R東日本では、 3 月13日からタ’イヤ改正を

実施します。 

五能線においては、朝タの通勤通学時間帯に

車両の増結を行い混雑を緩和し、 またデ’ィ タイ

ムにおいても、五所川原～弘前間に一往復増発

するなど、地域の皆さんの利便をはかった新タ’ 

イヤとなっています。 

五所川原‘駅関係の時亥」の改正は下記のとおり

です。 

五所川原駅発車時刻 	（）内は改正前の時刻 

上り（鯵ケ沢方面） 下り（弘前方面） 

9:30 ( 	9:43) 5:48 ( 	5:47) 
12:28 (11:48) 6:58 ( 	6:59) 
14:28 （到 着） 9:28 ( 	9:40) 
18:22 (18:20) 11:12 (11:07) 

14:48 （土曽 発） 

15:30 (15:28) 
16:26 (16:24) 

車両増結列車 

上り（鯵ケI尺方面） 下り（弓I、前方面） 

12:28 1両一→ 31面 11:49 1fj- 	2i 
20:57 1両- 2Ij （大 鰐 行） 

18:22 1fffi-+3f1j 

( ）内は改正前の時刻 



⑦昭和63年（1988年）2 月15日 
	

広報ごしょがわら 
	

（第657号） 

新受入図書 
	

スポーツ教室 

市立図書館 

	 参加者募集 

縄文のデザイン 武居 幸重 風のタ一ン・ロード 石井 敏弘 

日本にな j た沖縄 新崎 盛陣 夕 
や
、
 

tて
 

け
ま
 
小

だ
 
や
日
 

は
暮
れ
ぬ
 

佐藤 愛 I 

「三国志」史話 林 	亮 浮世又兵衛行状記 篠田 達明 

t
 

,
 
カ
 
愛
 
グ
 

'
1
 

、
 
一
・
 

 
》
 
「

E
  
八
 
【
 

、
  

石垣 綾子 
愛と幻想の 

フアシズノA 
村上 	龍 

武田信玄 100話 坂本 徳一 散文の基本 阿部 	昭 

共生の思想 黒川 紀章 家族としての犬と猫 庄司 	薫 

日本政治を読む 間場 寿一 美味しんぼの食卓 雁屋 	哲 

歴代委員長の思い出 日本社会党： 
前議貝会 世紀未そして忠臣蔵 丸谷 才― 

相統の本 土肥 幸代 少年の夏 椎名 	誠 

楽しい生活設計 水島 照子 わが闘病記 高木 彬光 

実践専門職制度 谷田部光一 使い捨て考現学 赤瀬川原平 

新しい家庭経営 坂本 武人 向田邦子全集 向田 邦子 

み人一なて考える 
洗剤の f斗’学 井上 勝也 カナリアが臓く街 大石 英司 

健康食こんにゃく 辻 	啓介 フランケ・ン 
シュタインの娘 唐 	十郎 

雪月花の心 栗田 	勇 極道の恩返し 安部 譲二 

川合玉堂 河北 倫明 私の人物博物館 池内 	紀 

新日本百景 第
 
一
セ
 
ア
ン
 
一
タ
 

ト

一
 

父のいる食卓 本間千枝子 

コテン音楽帖 砂」~~ 
し lヂひさ 

海はわたしの 
ワンダーラン ド 田村由美子 

パワー野球への挑戦 松永 怜― 農山村の 
花嫁間題と対策 光岡 浩二 

花びら柚了 後藤比奈夫 宮崎緑の 
社会あんぐる 宮崎 	緑 

在宅介護教室 
―市福祉事務所ー 

現在、家庭で寝たきリの老人の介護をされて

いる人や、寝たきり老人などを介護するために

家庭介護技術の習得を必、要とされる人達を対象

に、在宅介護教室を開きます。 

レ期日 3 月10日～11日 （ 2 日間） 

）場戸斤 特別老人ホーム青山荘（金山） 

レ経費 無料 

レ講習内容 （ユ）日常の介護知識 （②）リハビリテ 

ーンョンの知識 （③）介護者の心構え ④老人

福祉施設の概要 

レ申し込み締切 2 月27日 （先着20人で才帝切） 

お申し込みや詳しいことは、市福祉事務所福

祉係（か⑩2111番内線210番）へどうぞ。  

気軽にできる 「ストレッチンク与 とニューヌ、 

ポーツの 「ユニホック」、そして今、年は 「スギ 

ー教室」 を開催します。 

多数の参加者を待っています。 

＞参加対象 一般市民で全教室に参加できる人 

（障害保険に加入済みの人） 

＞開催期日 

期 日 時 間 種 	目 場 	所 

2・17 
（水） 

9:00~ 
12:00 ストレノチング 市民体育館 

2.24 
（水） 

9:00 - 
16:00 スギー 神山スギー場 

2.27 
（土） 

9:00~ 
12:00 ュニホック 市民体育館 

3. 	2 
（水） 

9:00- 
16:00 スキー 神山スキー場 

3. 	5 
（土） 

9:00 - 
12:00 ストレッチング 市民体育館 

3. 	9 
（水） 

9:00~ 
16:00 スキー 神山スキー場 

3.12 
（土） 

9:00 - 
12:00 ュニホック 市民体育館 

3 一 16 
（水） 

9:00 - 
16:00 スキー 神山スキー場 

3.19 
（土） 

9:00- 
12:00 ストレッチング 市民体育館 

レ申し込み先 市教育委貝会社会教育課（か⑩ 

2111番内線250番） 

年金住宅融資申込受付中 
(62年度第4回次） 

＞利用できる方ー厚生年金保険に加入している

方で、加入期間が 3 年以上ある方。 

レ資金の使途一新築住宅、マンション、建売住

宅購入資金で’、居住直秤責12Om 以下一の もの。 

レ融資金額一所要資金の80% i.L内で、加入期間

などにより最高1, 500万円まで・。 

レ融資利率一年4.4596（一般貸ィ寸） 〔昭和63年 

1月25日現在〕 

＞返i斉期間-10年から35年まで「ステップ返済」 

も利用できます。 

ン申込受付期間一 3 月 4 日まで。 

詳しいことは、県保険課・県厚生年金勤労者

住宅協会（"0177⑩2077番）へお問い合わせ・く

ださい。 



江 渡 医 院 田辺胃腸科外科医院

小笠原 内 科 医 院 対馬内科小児科医院

兼平内科小児科医院 冨田胃陽科内科医院

川崎胃腸科内科医院 中 村 内 科 医 院

木 村 内 科 医 院 永田小児科内科医院

健生病院五所川原診療所・白 生会 胃 腸病 院

佐藤仁外科胃腸科医院・復 明 堂 医 院

佐藤内科小児科医院・増 田 病 院

荘 司 内 科 医 院・三 好 診 療 所

白戸胃腸科外科医院 森 田 診 療 所

西 北 中 央 病 院 森内科小児科医院 
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みんなの健康教室 
ン日 時 2 月 2 6 日（金）午後 1日寺 

＞場 所 保健センター 

ン講 師 佐藤 実先生 

（佐藤内科小児科医院長） 

ンテーーマ 「狭心症と心筋梗塞」 

主 催 北五医師会・市民保健協議会 

ン
 
＞
 
ン
 

鷲g欝製 
「I』~'liIIiHI （救急医療部誉｝一 

4'. 

昭和63年（1988年）2 月15日 	 広報こ,しょカfわら 
	

（第657号）⑧ 

ミニドツクを受けよう 
市では40歳以上の市民を対象に成人病の早期

発見、早期治療を目的としたミニードックを実施

しています。文寸象となる人は積極的に受けるよ

うにしてくノごさい。 

ン実施期間 2 月29日まで、 

ン実施時間 医療機関によって実施時間が違い

ますので申し込み時にお知らせいたします。 

ン対象者 昭和23年 3 月31日までに生まれた方。 

なお、職場等で検診を受けられる方は除きま

す。 

＞受診方法 受診を希望する人は、市衛生課及

び市役所各支所窓口に保険証を持参のうえ、 

受診記録票の交付を受け、希望する医療機関 

一 	で、受診してください。 

’ 	ン受診料 1 ,000円（申し込み時） 

ただし70歳以上の方、生活保護世帯、市民税 

非課税世帯の方は無米斗（申し込みの際証明書 

を提出してくノごさい）。 

レ診査項目 問診、身体測定、血圧測定、心電 

図、尿検査、貧血検査、肝機能検査。 

＞問い合わせ先 市衛生課（内線 2 7 2 番）。 

③実施医療機関名 

市役所の麟舌番号は352 1 1 1番 

3月の保健センター相談日 
3 月 4 日、11日、18日、25日ーです。 （毎週金

曜日）。 

＞時間 ‘F前10時から午後 3 時まで。 

＞内容 保健婦が血圧測定、尿検査を含めた健

康相談に応じますので、赤ちゃんからお年寄

りまでお気軽にご利用ください。 

お間い合わせは、市衛生課へ（内線 268 番）。 

乳幼児の健康診査 
ン場所 市保健センター 

＞受付時間 午後1時～ 1時30分まで’。 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

※注意 （ユ)6 カ月児健康相談の際に、神経芽細

胞腫（小児がん）の検査セッ トを配イ寸しますが、 

当日つごうで来れない場合は、母子健康手帳を

もって衛生課窓口にセッ トをもらいにきてくノご

さい。（ただし生後 6 カ月、 7 カ月児に限る）。 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子さん

はご遠慮ください。 

お間い合わせは、市衛生課（内線 2 6 8. 2 

7 2 番）へどうぞ。 

月 令 対 象 児 期 日 内 容 

3 カ 月 児 S 62年11月生 3 月 8 日（刃 健康診査 

6 カ 月 児 S 62年 8 月生 3 月15日（刃 健康相談 

1 	歳 児 S62年 2 月生 3 月28日（月） 健康相談 

1歳6カ月児 S 61年 9 月生 3 月22日（幻 健康診査 

3 	歳 児 3 月はありません 

みんなの健康教室テレフォンサービス実施中容⑩O31 1番 
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